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は 3 ヶ月以上の慢性腰痛を有する中・高齢者 21 名を対象に，水中運動を行い，身体への影
響を検討したものである．水中運動の種目としては，水中で骨盤・股関節運動をはじめ，





























た． 12km/h，16km/h の速度にて走行させ，荷重免荷量は体重比 100%，85%に設定した．
その結果，大殿筋は有意に筋活動が減少する一方で，足底接触面積は変わらず，接触ピー
ク圧は前足部より踵部のほうが減少傾向を示した．これより，踵接地時にかかる圧を減少
させながら通常に近い走行を得ることが可能なことが示唆され，荷重免荷型トレッドミル
が，スポーツ選手の競技復帰をスムーズに行うための一助になり得ることが判明した．た
だ研究③と合わせて考える時，荷重免荷量を体重比 100%，85%のみでなく，75%の値での
実験を行い走行時の基礎データを得る必要がある． 
 今回の一連の研究は，免荷運動時の筋活動を中心に，免荷運動が運動療法として有用で
あるかを明らかとすべく行った研究である．水中運動では水の特性が存在することで，運
動様式により陸上とは筋活動特性が大きく異なること，慢性腰痛者に対して水中運動は容
易に遂行でき有用であることが証明できた．一方荷重免荷型トレッドミルは筋活動や足底
圧を減少させ，歩行や走行に有用であることが証明された．これらの結果を踏まえ，水中
運動はリハビリテーションとしてのみでなく全身のコーディネーション，バランス訓練，
筋力維持・強化，関節可動域訓練に有用であること，リハビリテーションとしては腰痛者
をはじめとする体幹・股関節機能障害者および下肢筋力・筋機能低下者に有用であること
が判明した．一方荷重免荷型トレッドミルは免荷時期での正常な歩容・走行動作の獲得に
効果的であり，骨折等で松葉杖等の使用中の患者や，術後早期の足・膝関節障害の選手に
有用であると思われた．これらの免荷運動についての一連の詳細な研究の意義は大きく，
その研究を主体的に行った井上夏香氏は，博士（スポーツ科学）の学位を授与するに十分
値するものと認める。 
以上 
